
平成１７年2月1７日

昼 間 コ ー ス
平成１６年度 卒 業 論 文 発 表 会

発 表 時 間 ： 単独７分 ， 連名１１分
質 疑 応 答 ： 単独３分 ， 連名 ５分

平成１７年２月１７日（木） 第 １ 会 場 Ｋ２０１ 教 室 〔敬称略〕

発表・終了時刻 氏 名 研究室 論 文 題 目 司 会

寺岡 充夫 非定常場における網状流路の動態9:00 ～ 9:10

韓 光鏞 河川地形特性が河道内浮遊物質の輸送に及ぼす影響9:10 ～ 9:20
中水

夏見 祐介 吉野川交互砂州区間の河床変動9:20 ～ 9:30

9:30 ～ 9:40 工 野満石 孝彦 長安口ダムの堆砂特性と流入土砂量の再現計算

三好 学 明連川の多自然型改修に関する二，三の数値解析的検討9:40 ～ 9:50
晋学

木村 剛士 高知県菜生海岸における高波災害調査9:50 ～ 10:00

冨野 佳孝 徳島市，鳴門市を対象にした台風0423号浸水災害調査10:00 ～ 10:10

藤田 真人 干潟底質の粒度変化とシオマネキの生息分布の関係10:10 ～ 10:20

安井 勝志 防波堤建設による内湾化とそのサンゴ生態への影響10:20 ～ 10:30

休 憩 （ 10:30～10:50 ）

高尾 昌孝 標準 ε法を用いた単純化地形模型周りの流れの解析10:50 ～ 11:00 k-
長

柿坂 拓也 渦パネル法による矩形断面に働く流体力の解析11:00 ～ 11:10
風

11:10 ～ 11:20 尾玄番 義幸 上空風速に基づいた地表風速の推定における新地形因子の導入

長崎 真也 角柱後流内における円柱の励振機構に関する考察11:20 ～ 11:30 工
文

森田 尚樹 矩形断面の渦励振における非定常表面圧力に及ぼす長周期風速変動の影響11:30 ～ 11:40
学

11:40 ～ 11:50 明松井 隆博 剥離形状の異なる充腹断面に作用する変動揚力の空間相関形成に関する考察

砂後 隆正 駆動翼を用いたアクティブ乱流生成装置による空間相関特性の制御11:50 ～ 12:00

昼 休 （ 12:00～13:00 ）

木村 暢利 国民の生活に対する意識変化と人口移動の関連分析13:00 ～ 13:10
渡

高橋 和嘉 都 開発途上国における環境に配慮した市街化の評価13:10 ～ 13:20
市 辺

マルチエージェントシステムを用いた歴史的市街地における津波避難シミュレーションモデルの構13:20 ～ 13:30 野澤 征司 ・
地 公築
域

13:30 ～ 13:40 次坂東 知明 計 グリーン購入推進策としてのポイント制度の提案と住民意識に基づく有効性の検討
画

13:40 ～ 13:50 郎高田 知徳 徳島～阪神間の高速バスのサービス向上に対する住民意識分析

山崎 由香 移動制約者の身体状況に応じた外出支援システムに関する研究13:50 ～ 14:00

休 憩 （ 14:00～14:20 ）

宇嵜 晃司 入力地震動及び復元力特性の相違が変位応答スペクトルに及ぼす影響14:20 ～ 14:30
成

源 貴志 入力地震動及び復元力特性の相違が加速度－変位応答スペクトルに及ぼす影響14:30 ～ 14:40 構

14:40 ～ 14:50 造 行高田 鉄也 Park型指標に基づく構造物の地震時損傷度に及ぼす復元力履歴特性の影響

奥知 憲久 新潟県中越地震による魚野川橋梁の被害分析に関する基礎的研究14:50 ～ 15:00 工
義

大木 淳 WANとLANを考慮した道路橋の地震防災上の重要度評価に関する基礎的研究15:00 ～ 15:10 学
文

郡 良太 空撮画像を用いた地震被害箇所の自動抽出に関する基礎的研究15:10 ～ 15:20

休 憩 （ 15:20～15:40 ）

天羽 博紀 徳島地盤情報DBの構築―データ・ベースからデータ・ボックスへ―15:40 ～ 15:50
上基

外 雅晃 乱さない風化花崗岩のE, ν特性15:50 ～ 16:00
野礎

館上 智隆 圧縮・引張試験の改良と粘性土の非排水強度16:00 ～ 16:10
勝工

坪井 祐也 斜面上基礎の支持力実験―載荷位置の影響―16:10 ～ 16:20
利学

滕 毅 斜面上基礎の支持力実験―斜面高さと勾配の影響―16:20 ～ 16:30

休 憩 （ 16:30～16:50 ）

16:50 ～ 17:00 田岡崎 真治 森林洪水低減機能の定量的評価指標に関する研究
村環

17:00 ～ 17:10 隆荒木 隆夫 河道部を含む分布型流出解析法に関する研究
雄水

酒巻 和美 タンクモデルを基礎とした３つの溶質流出モデルの比較検討17:10 ～ 17:20
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酒井 茂樹 自歩道の路面性状に対する主体別体感評価の相違にに関する分析9:00 ～ 9:10

9:10 ～ 9:20 都 滑桑原ももこ 歩行空間の平坦性に関する路面サービスレベルの研究

西本 充希 商店街における駐輪実態調査に基づいた駐輪対策の提案9:20 ～ 9:30 市
川

塩飽 洋平 道路空間再配分を伴う交通社会実験による影響の分析9:30 ～ 9:40 デ

9:40 ～ 9:50 ザ 達田村 聡子 市民参加型プロセスマネジメント手法としての社会ネットワーク分析の適用可能性
－小松島みなとまちづくりにおける市民組織形成過程を事例として－

イ
郡 佑毅 研修受講者を通じた米国コンセンサス・ビルディング手法の適用性に関する分析9:50 ～ 10:00

ン
園田 史子 イギリス・プリマス市の生活地景観デザインにおけるパブの役割に関する研究10:00 ～ 10:10

曽田 裕之 古民家再生における学生参加型活動の可能性に関する研究－カフェロッソ改修工事計画－10:10 ～ 10:20

休 憩 （ 10:20～10:40 ）

天羽 修平 剣山国定公園内二次草地の管理方針の提案～絶滅危惧種・マツムシソウを指標として～10:40 ～ 10:50
環

10:50 ～ 11:00 鎌中野 祐介 合理的な自然林再生手法の確立に向けた徳島県「千年の森づくり」事業評価

福岡 泰斗 吉野川砂州上の植生に対する２００４年大出水の影響評価11:00 ～ 11:10 境
田

山北 英俊 都市緑地・眉山における植生の変遷と立地特性11:10 ～ 11:20
保

11:20 ～ 11:30 麿赤澤 太一 兵庫県南部地震による徳島県内の被害を用いた震度予測手法のキャリブレーション

井上 敬信 常時微動観測に基づく広域かつ簡易な地盤の地震応答予測手法11:30 ～ 11:40 全
人

橋本 和也 地震リスクマネジメントに関する基礎的研究 －行政の立場から－11:40 ～ 11:50

仙頭 孝康 応答スペクトルの算定における不規則振動理論の適用性の検討11:50 ～ 12:00

昼 休 （ 12:00～13:00 ）

小笠原直紀 魚類多様性と用水路ネットワークとの関係について13:00 ～ 13:10
上

小山 浩一 製鋼スラグ・人工ゼオライトを用いた土壌トレンチ法による下水処理に関する基礎実験13:10 ～ 13:20 環

13:20 ～ 13:30 境 月橘田 竜一 ダム設置河川における付着藻類相の季節変化に関する一考察

佐藤 塁 付着珪藻群集を用いた礫上撹乱および水質の生物学的評価指標の提案13:30 ～ 13:40 衛
康

久保 喬 豊予・紀淡・明石および鳴門海峡における津波のエネルギー逸散効果に関する一考察13:40 ～ 13:50 生

13:50 ～ 14:00 則塩出 淳 徳島県由岐町における避難行動上からみた既存津波避難所の問題点に関する一考察

休 憩 （ 14:00～14:20 ）

板坂 悠司 リサイクル廃ガラス発泡骨材の路盤材料への適用に関する研究14:20 ～ 14:30
地 鈴

亀田 幸司 地すべり抑止杭周辺地盤の破壊形態に関する室内モデル実験14:30 ～ 14:40
盤

14:40 ～ 14:50 木杉本 章人 永久変位に基づく地震時広域斜面崩壊予測法に関する研究
工

橋本 和夫 強度定数c，φの新しい逆解析法14:50 ～ 15:00
学 壽

山城 公人 落石運動解析に要する不連続変形法のパラメータ同定法に関する研究15:00 ～ 15:10

山本 朋典 極限平衡法に基づく三次元斜面安定解析：簡便法 vs 厳密法15:10 ～ 15:20

休 憩 （ 15:20～15:40 ）

15:40 ～ 15:50 コ 渡竹田 靖志 網状の連続繊維補強によるRC部材のせん断補強効果
ン

西島 尚史 フライアッシュの品質影響を考慮したノンセメントコンクリートの配合に関する検討15:50 ～ 16:00 ク
リ 辺

西畑 清華 AE法による各種骨材を用いたコンクリートの破壊性状の評価16:00 ～ 16:10 ｜
ト

16:10 ～ 16:20 健湯北記代彦 液体窒素を用いた簡易凍結融解試験装置の開発

休 憩 （ 16:20～16:40 ）

数田 達哉 収縮低減剤によるコンクリートのひび割れ低減効果に関する一検討16:40 ～ 16:50
建 上

黒川 通 塩害で劣化した はりに対する 複合電極を用いたデサリネーションの適用16:50 ～ 17:00 RC CFRP
設 田

橘 健太 フライアッシュの混和が の固定化性状に与える影響17:00 ～ 17:10 Cl-

シ 隆
長町 将治 土舗装材の高機能化に関する一検討17:10 ～ 17:20

ス 雄
西 祥志 コンクリートの 膨張および鉄筋腐食が鉄筋の遅れ破壊特性に与える影響17:20 ～ 17:30 ASR


